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１．研究の背景と目的 

 2016 年 12 月に大学院生から、授業の実践力を高めるため、

小学校６年生の単元「速さ」の模擬授業をするので見に来てほ

しいという依頼があった。その模擬授業を参観しながら、「子ど

もたちにとってなぜ速さの学習が難しいのか」、「道のりを時間

で割る意味がわからないのではないか？」、「公式（みはじ等）

で形式的に理解させている（している）」、「これまでの一般的な

展開では、速さを（道のり）÷（時間）で捉えることが難しい

のではないか」と疑問を感じた。そこで、 

 

○ 学習を終えた子どもたちは、算数で学習した 

（道のり）÷（時間）から算出される「速さ」をどのよう

に理解しているのか？ 

○なぜ「速さ」の指導ならびに学習は難しいのか？ 

○「速さ」の学習指導を、どのように工夫すればよいのか？ 

 

を明らかにすること目的として、本研究に取り組んだ。 

 

２．研究の展開 

 本研究に着手したとき（2016年12月）、すでに小学校第６

学年において「速さ」の学習は終わっていたことから、まず学

習済みの子どもたちに対して「速さ」がどのように理解されて

いるのかを、学習後から約３ヶ月後経過した１月に調査した（実

態調査１、巻末資料１）。 

 2017年度第６学年の子どもたちに対して修正改善した提案

授業を行うために、実態調査１の分析と「速さ」の学習指導の

困難さについての検討を進め、2017年７月に提案授業を行った。

その成果を実態調査１と比較して調べるため、３ヶ月経過した

10月に実態調査１と同様の調査を、提案授業を行った６年生た

ちに行った（実態調査２、巻末資料１）。 

 加えて、「速さ」の学習に取り組む前の子どもたちがどのよう

に速さを捉えているのかも調べた。2017年の６年生に提案授業

をする関係から、2016年の５年生には調査出来ず、2017年の

５年生を対象にその調査を実施した。 

 表１が、３調査の実施状況を整理したものである。 

 

表１：３調査の実施情報 
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３．「速さ」の理解の実態 

「速さ」の学習指導が3ヶ月前に済んだ小学6年生 114人を

対象に、次のような項目を含む「速さ」についてのアンケート

調査を実施した（巻末資料1）。 

＜調査項目＞ 

・速さの関係式を理解しているか？ 

・速さについての基本問題を解くことができるか？ 

・速さをどのように理解しているか？ 

・学習する前、速さをどのように捉えていたか？ 

 

５肢選択の回答（５好き、４少し好き、３ふつう、２少し嫌

い、１嫌い）で尋ねたところ、この子どもたちは、好き・嫌い

については平均3.81、得意・苦手は平均3.45、そして関係式の

再現は 114人全員が正解、簡単な速さ算出の問題に対しては１

人を除いた113人が正解という、総じて優秀な集団であった。   

そんな子どもたちの学習前と後での速さについての捉えが、

表２、図１である（複数回答可で回答）。 

 

表２：16年度６年生の速さの捉えの変容 

 

 

図１ 16年度６年生の速さの捉えの変容 

 

 大変優秀な子どもたちであるので、（道のり）÷（時間）で

算出された速さの意味を問われたとき、もっと多くの子どもた

ちが「速い遅いを一様にならした平均した速さ」と回答してく

れてもよさそうであるが、平均の意味で回答した子どもたちは

61.4％であり、走っているまん中ぐらいのときの速さ 30.7％、

一定になったときの速さ43.9％など、まだまだいろいろな速さ

が混在している状態であることがわかる。 

しかし、算数の学習を通して、速さの関係式で得られる速さ

が、ゴールの速さや最速の速さであるという子どもたちは有意

に減少し（それぞれ t(113)=1.83、 p<.05；t(113)=7.19、 p<.01）、

平均の速さと考える子どもたちの割合は有意に増加しているこ

とも確認できる（t(113)=－2,39、 p<.01）。学習が子どもたち

の速さの捉えに影響しているものの、まだまだ素朴な経験的概

念としての多様な速さの捉えが混在していることが確認された。 

 

４．素朴な経験的概念としての「速さ」調査 

ところで、先の調査は速さの学習後に、「学習する前、速さを

どのように捉えていたか」を尋ねたものであった。少なからず

算数の学習の反映された回想による調査となってしまっている

ことは否めない。 

そこで、学習前の「速さ」の捉えを調査するため、2017 年

10 月に小学５年生（92 人）に対して同様の調査を行った（巻

末資料２）。その結果が表３である。 

 

表３：５年生の速さの捉え（17年度） 

 
 

 学習前の子どもたちにおいては、速さとして、40％を越える

子どもたちが最も速いときのスピードやまん中付近のスピード、

速さが一定に落ち着いたときのスピードを速さとして注目して 

いることがわかった。         

加えて、５年生の時点で、約   表４：５年生公式の認識 

20％の子どもたちが速さの関係

式を認識していることも確認さ

れた。       

 

５．これまでの一般的な指導の困難さ 

これまでの一般的な「速さ」の学習の展開としては、動物等

の写真と走ったデータを提示し（表５）、走った時間や道のりが

異なっていることに注目させ、「走った時間を同じにして考えよ

う」「走った道のりを同じにして考えよう」として、１秒間に何

m走ったか、１m走るのに何秒かかったかを単位量あたりの考

えを使って求め、「１秒間あたりに走る道のりが長いほど、速い」   

「１mあたりにかかる時間  

が短いほど、速い」とした     表５：導入部提示データ

速さの意味理解を図っていく 

（清水静海他、2015）。 

この展開での問題点は２つで

ある。 
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一つ目は、子どもたちが学習する際に事前に認識している速

さへの捉えに全く関心を持つことなく、教師が速さの学習を進

める点である。前節で明らかにしたように、子どもたちは速さ

としていろいろな箇所のスピードに注目しており、この展開で

は「速さ」の学習としてどんな速さに注目し共有しようとして

いるのか明確にしないまま進められることになる。 

二つ目は、単位量あたりの考えを使って（道のり）÷（時間）

の関係式から単位時間あたりに進む道のりを算出させようとし

ているが、例えばダチョウにおいて８秒間で180m進む場面に

おいて、１秒ごと進む道のり、速さはバラバラであり、この状

態で子どもたちにとって道のりを時間で割ること自体意味のな

い行為となっているかもしれない。単元「単位量あたりの大き

さ」で扱った変量は、例えば畳の枚数と人数などであり、実際

に、元にする量に対して比べる量を同量ずつきれいに並べるこ

とができ、等分可能で除することがわかりやすいのに対し、速

さは内包量であり、対象化しにくいと同時に、操作化も難しく、

きれいに等分するイメージが難しい。 

これら２つの困難さを考慮すれば、「速さ」の学習指導では、 

 

（P１）子どもたちのもつ多様な速さを認め、算数として

の速さを焦点化し共有すること 

（P２）算数として比較可能にするために、途中途中のス

ピード等を無視し、道のりとかかった時間のみに着目

した「等速と仮定した速さ」に注目すること 

 

を重視する必要があると考える。 

 

６．等速を仮定した学習の提案と実践 

表５の教材を使って、2017年７月に小学校６年生の３クラス

（92 人）に対して、これまでの展開と前半部分のみが異なる、

前節の P１、P２の要件を考慮した「速さ」の学習指導を行っ

た。前半部分の具体的な展開は、次の通りである。 

①実際に走っている場面を想像し、みながどの速さに注目

しているのか確認し、多様な速さと多様な速さの着眼が

あることを共有する。 

②速さ及び着眼の多様さゆえ、比較することの難しさに気

付かせ、算数として平等・公平に速さを比較するには、

どうしたらよいか考える。 

③３頭に共通するものは何か？共通な情報は走った道の

りとかかった時間であることに注目し、途中のスピード

は無視して考える。 

④３頭ともはじめから等速で走っていると仮定して、結果

として得られた道のりと時間を用いた除法で速さを算

出することを理解する。 

 

７．調査の比較検討 

 2016年度６年生の調査と比較するために、提案授業を行った

2017年度６年生にも、「速さ」の学習を終えた３ヶ月後の10月

に、同様の「速さに関するアンケート調査」を行った（巻末資

料１）。 

 16年度６年生の調査結果（表２、図１）に対応する17年度

６年生の調査結果が、表６と図２である。 

 

表６：17年度６年生の速さの捉えの変容

 

 

図２：17年度６年生の速さの捉えの変容 

 

 学習前に多様な速さの捉えを有していた提案授業の子どもた

ちであったが、16年度と同様、学習後、速さを最速や最遅の速

さと捉えていた割合は有意に減少（それぞれ t(93)=6.63、 

p<.01；t(93)=1.95、 p<.05）し、平均や一定そして1分後の速

さを速さと捉える割合が有意に増加（それぞれ t(93)=－5.11、 

p<.01；t(93)=－1.94、 p<.05；t(93)=－2.36、 p<.01）した。 

 16年度と17年度の子どもたちの変化を見るため整理したも

のが、表７と図３である。 
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表７：16年度17年度６年生の比較 

 

 

図３：16年度17年度６年生の比較 

 

あまり違いはないものの、提案授業の学習を受けた 17 年度

の子どもたちの方が平均の速さの割合が多い。 

ただ、平均としての速さの理解のため、まん中というイメー

ジや一定の速さとして見てしまったり、１秒後・２秒後の速さ

として見てしまったりするようである。等速を仮定した場合、

平均や一定、１秒後・２秒後の速さは同じように捉えられてし

まうことも影響していると思われる。複数選択可の質問をして

いるため、それらは厳密には区別できない。 

調査の問５「なぜそのような公式で速さを求めることができ

るか、説明してください。」の記述回答に注目し整理したものが、

表８である。 

 

表８：16年度17年度６年生の記述回答の整理（問５） 

 

 

 表８の結果から、16年度から17年度を比較して、関係式の

説明として望ましいと想定される説明を回答した子どもたちは

36.0％から 56.4％へ、「公式だから」と言った好ましいとは言

えない説明は 31.6％から 13.8％へと統計的に有意に増減した

（それぞれ t(206)=－2.94、 p<.01；t(206)=3.01、 p<.01）こ

とが確認できる。加えて、「わかりません」や無回答の割合も

7.9％から 4.3％へと減少しており、（道のり）÷（時間）で算

出される速さへの理解に、提案授業が効果的であったことが確

認される。 

 

８．まとめと課題 

16年度６年生や17年度５年生に対するアンケート調査を通

して、これまでの学習での，次の２つのような速さに対する子

どもたちの理解の実態を明らかにすることができた。 

 

・学習を通して、素朴な経験的概念として持っていた速さ

（最速の、まん中付近の、一定になった速さ）が思った

以上に変容していない。 

・算数の学習の速さを求めることができるものの、素朴な

経験的概念としての速さのままで捉えていることが少

なくない。 

 

また、これまでの速さの学習指導の問題点として、 

 

・素朴な経験的概念としての速さへの無関心さ 

・内包量であるため、対象化・操作化しにくく、わり算／

等分するイメージが持ちにくい。よって、意味づけする

ことなく、公式として独立した理解にとどまってしまっ

ていること 

 

の二つを指摘した。そこで、  

 

・等速を仮定した速さへの着目と焦点化を図る授業提案 

・提案授業の実践が、これまでの実践と比べて、速さの

関係式が表す意味理解とその説明において効果的で

あったこと 

 

を提案ならびに確認できたことが、本研究の成果である。 

 課題としては、今回の調査と提案授業の実践が一つの学校内
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での取り組みであり、一般性のある結論として主張するにはま

だまだ弱い部分がある。提案授業の可能性は十分に確認された

ので、今後さらにこの取り組みを実践し、その効果を確認検証

していきたい。 

 また、この提案授業のやりにくい点として、次の２つ（ア）

（イ）が挙げられる。 

 

（ア）単位時間あたりに進む道のりとしての速さを指導する

のに、授業の冒頭や前半で、すでに１秒ごと進む道のり

を考えなければならないこと 

（イ）平均として速さを構成した後は、平均されているが故

に、まん中の速さや一定の速さや１秒後の速さや２秒後

の速さなどがすべて同じであるかのように捉えること

ができてしまうこと 

 

課題アについては今後の実践において、ア①「この１秒間に

進むスピード」「（例えば）２秒から３秒までの個々の１秒で進

む道のり」などと、しっかりと限定を付けて表現したり、ア②

その速さを表現する際、決して「～あたりに進む」などの表現

をしないようにしたり、ア③「各１のスピード」などと限定し

た名詞表現を子どもたちと共有したりする留意が必要である。 

 （イ）では、平均としての速さと、まん中の速さや一定にな

った速さや１秒後・２秒後の速さとの違いを子どもたちと協議

する時間の確保が授業内で必要であると考えている。 
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での取り組みであり、一般性のある結論として主張するにはま

だまだ弱い部分がある。提案授業の可能性は十分に確認された

ので、今後さらにこの取り組みを実践し、その効果を確認検証

していきたい。 

 また、この提案授業のやりにくい点として、次の２つ（ア）

（イ）が挙げられる。 

 

（ア）単位時間あたりに進む道のりとしての速さを指導する

のに、授業の冒頭や前半で、すでに１秒ごと進む道のり

を考えなければならないこと 

（イ）平均として速さを構成した後は、平均されているが故

に、まん中の速さや一定の速さや１秒後の速さや２秒後

の速さなどがすべて同じであるかのように捉えること

ができてしまうこと 

 

課題アについては今後の実践において、ア①「この１秒間に

進むスピード」「（例えば）２秒から３秒までの個々の１秒で進

む道のり」などと、しっかりと限定を付けて表現したり、ア②

その速さを表現する際、決して「～あたりに進む」などの表現

をしないようにしたり、ア③「各１のスピード」などと限定し

た名詞表現を子どもたちと共有したりする留意が必要である。 

 （イ）では、平均としての速さと、まん中の速さや一定にな

った速さや１秒後・２秒後の速さとの違いを子どもたちと協議

する時間の確保が授業内で必要であると考えている。 
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